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国士舘創設の頃の日本は、第一次世界大戦によって一時期、好景気
となりましたが、反面、地方の一漁村の主婦たちが起こした米騒動
が、僅か10日あまりの間に全国各地に蔓延するなど、陰うつな世相
でした。そのような時代を憂えた都下の青年有志たちが「青年大民
団」を結成します。大民団の目的は、「言論」と「教育」をもって国家の
繁栄と国民生活の平穏に資することにありました。

創立者

柴田 德次郎 1890～1973

国士舘の創建を支えた人々

19
17

大
正
6年

東
京
・
麻
布
に
私
塾「
國
士
館
」を
創
立

19
92

平
成
4年

体
育
学
部
移
転

パ
ス
）開
設

多
摩
校
舎（
現
多
摩
キ
ャ
ン

19
94

平
成
6年

（
新
校
舎
完
成
）

国
士
舘
高
等
学
校
・
中
学
校
男
女
共
学
制
導
入

大
学
院
に
工
学
研
究
科（
修
士
）設
置

19
95

平
成
7年

（
平
成
19
年
3
月
廃
止
）

国
士
舘
大
学
福
祉
専
門
学
校
設
置

大
学
院
に
法
学
研
究
科（
修
士
）設
置

19
98

平
成
10
年

中
央
図
書
館
完
成

19
97

平
成
9年

大
学
院
に
経
営
学
研
究
科（
修
士
）設
置

19
99

平
成
11
年

研
究
科
に
博
士
課
程
設
置

大
学
院
経
営
学
研
究
科
・工
学
研
究
科
・
法
学

20
00

平
成
12
年

高
等
学
校
に
通
信
制
課
程
設
置（
令
和
元
年
9
月
廃
止
予
定
）

体
育
学
部
に
武
道
学
科
・
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
設
置

20
01

平
成
13
年

工
学
部
電
気
工
学
科
を
電
気
電
子
工
学
科
に
名
称
変
更

研
究
科（
修
士
）・
人
文
科
学
研
究
科（
修
士
）設
置

法
学
部
に
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
、大
学
院
に
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ス
テ
ム

20
02

平
成
14
年

テ
ム
工
学
科
、建
築
学
科
を
建
築
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
に
名
称
変
更

工
学
部
機
械
工
学
科
を
機
械
情
報
工
学
科
、土
木
工
学
科
を
都
市
シ
ス

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
設
置

19
19

大
正
8年

国
士
舘
高
等
部
設
置（
昭
和
5
年
3
月
閉
校
）

財
団
法
人
国
士
舘
設
置（
現
在
地
）

パ
ス
）開
設

世
田
谷
へ
移
転
、世
田
谷
校
舎（
現
世
田
谷
キ
ャ
ン

19
23

大
正1
2年

国
士
舘
中
等
部
設
置（
大
正
14
年
3
月
閉
校
）

19
25

大
正1
4年

国
士
舘
中
学
校
設
置（
昭
和
24
年
3
月
廃
止
）

19
26

大
正1
5年

国
士
舘
商
業
学
校
設
置（
昭
和
24
年
3
月
廃
止
）

19
30

昭
和
5年

（
昭
和
9
年
11
月
廃
止
認
可
）

国
士
舘
高
等
拓
植
学
校
設
置

19
42

昭
和1
7年

（
昭
和
20
年
12
月
廃
止
認
可
）

国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校（
満
蒙
支
科
・
南
洋
科
）設
置

19
45

昭
和
20
年

戦
禍
に
よ
り
校
舎
焼
失

19
46

昭
和
21
年

（
至
徳
専
門
学
校
、至
徳
商
業
学
校
、至
徳
中
学
校
と
な
る
）

法
人
・
学
校
名
称
を
至
徳
学
園
に
変
更

19
47

昭
和
22
年

至
徳
中
学
校（
新
制
3
年
制
）設
置

19
48

昭
和
23
年

新
制
4
年
制
）設
置

至
徳
高
等
学
校（
全
日
制
普
通
科
＝
新
制
3
年
制
、定
時
制
商
業
科
＝

至
徳
商
業
高
等
学
校（
新
制
3
年
制
）設
置（
昭
和
24
年
3
月
廃
止
）

19
29

昭
和
4年

（
昭
和
30
年
3
月
廃
止
）

国
士
舘
専
門
学
校（
国
漢
剣
道
科
・
柔
道
科
）設
置

大講堂完成

多摩校舎開設

鶴川メイプルホール完成 国士舘大学福祉専門学校設置 中央図書館完成国士舘高等学校・中学校校舎
完成

国士舘中学校設置 国士舘専門学校設置

歴史

年表
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歴
史

次世代を担う柴田德次郎、花田大助、喜多悌一、上塚司ら大民団の
活動は、「言論」では、1916（大正5）年6月の雑誌『大民』創刊以来、
1945（昭和20）年までその役割を果たし、「教育」においては、1917
年11月、東京・麻布に私塾「國士館」の創立をみました。
国士舘は、1919年に世田谷に移って基盤を整え、高等部・中等部と
本格的な学校を設け、これを起点に今の総合学園へと発展を遂げま

した。
波瀾の時世、国士舘の興隆を支えてきた人々は少なくありませんが、
まず挙げなければいけないのは、終生、学園経営の責を担ってきた
創立者の功業と、国士舘創立期の支援者である頭山満、徳富蘇峰、
野田卯太郎、渋沢栄一の存在です。また、中野正剛、緒方竹虎、松野
鶴平の名も国士舘発展の歴史に深く刻み込まれています。

20
03

平
成
15
年

政
経
学
部
を
昼
夜
開
講
制
に
改
組

課
程
設
置

大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ス
テ
ム
研
究
科
・
人
文
科
学
研
究
科
に
博
士

20
06

平
成
18
年

国
士
舘
大
学
地
域
交
流
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

研
究
科（
修
士
・
博
士
）設
置

大
学
院
に
総
合
知
的
財
産
法
学
研
究
科（
修
士
）、グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア

20
07

平
成
19
年

工
学
部
を
改
組
し
理
工
学
部
理
工
学
科
設
置

20
08

平
成
20
年

体
育
学
部
に
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
設
置

完
成

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
梅
ヶ
丘
校
舎（
34
号
館
）

20
09

平
成
21
年

鶴
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
名
称
変
更

20
10

平
成
22
年

大
学
院
に
救
急
シ
ス
テ
ム
研
究
科（
修
士
）設
置

20
11

平
成
23
年

経
営
学
部
経
営
学
科
設
置

20
13

平
成
25
年

大
学
院
救
急
シ
ス
テ
ム
研
究
科
に
博
士
課
程
設
置

ホ
ー
ル
完
成

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

20
16

平
成
28
年

セ
ン
タ
ー
多
摩
完
成

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

変
更

政
経
学
部
政
治
学
科
を
政
治
行
政
学
科
に
名
称

20
17

平
成
29
年

登
録

国
士
舘
大
講
堂・国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

国
士
舘
創
立
100
周
年

20
18

平
成
30
年

国
士
舘
楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
着
手

19
51

昭
和
26
年

財
団
法
人
至
徳
学
園
か
ら
学
校
法
人
至
徳
学
園
に
変
更

19
56

昭
和
31
年

短
期
大
学
に
体
育
科（
3
年
制
）設
置（
昭
和
35
年
3
月
廃
止
）

19
58

昭
和
33
年

体
育
学
部（
体
育
学
科
）設
置

国
士
舘
大
学
設
置

19
61

昭
和
36
年

政
経
学
部（
政
治
学
科
・
経
済
学
科
）設
置

19
62

昭
和
37
年

政
経
学
部
に
経
営
学
科
設
置

19
74

昭
和
49
年

教
養
部
設
置（
平
成
8
年
3
月
解
体
）

19
63

昭
和
38
年

（
平
成
19
年
4
月
理
工
学
部
改
組
、平
成
25
年
3
月
廃
止
）

工
学
部（
機
械
工
学
科
・
電
気
工
学
科
）設
置

19
64

昭
和
39
年

太
宰
府
校
地
取
得（
平
成
25
年
4
月
閉
鎖
）

工
学
部
に
土
木
工
学
科
・
建
築
学
科
設
置

19
65

昭
和
40
年

政
経
学
部
二
部（
政
治
学
科
・
経
済
学
科
）設
置（
平
成
19
年
3
月
廃
止
）

政
治
学
研
究
科
・
経
済
学
研
究
科（
各
修
士
・
博
士
）設
置

国
士
舘
大
学
大
学
院
設
置

19
66

昭
和
41
年

設
置

文
学
部（
教
育
学
科
・
史
学
地
理
学
科
・
文
学
科
）

法
学
部（
法
律
学
科
）設
置

鶴
川
校
舎（
鶴
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）開
設

19
53

昭
和
28
年

41
年
3
月
廃
止
、国
文
科
平
成
15
年
3
月
廃
止
）

国
文
科
・
経
済
科
二
部
設
置（
経
済
科
二
部
昭
和

国
士
舘
短
期
大
学（
2
年
制
）設
置

は
至
徳
の
ま
ま
、昭
和
30
年
3
月
廃
止
）

高
等
学
校
、国
士
舘
中
学
校
と
な
る
。専
門
学
校

至
徳
学
園
を
国
士
舘
の
名
称
に
復
す（
国
士
舘

梅ヶ丘校舎（34号館）完成

国士舘短期大学設置 鶴川校舎開設

メイプルセンチュリー
センター多摩完成

メイプルセンチュリーホール
完成

国士舘大学設置


